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　コロナ禍となり、３年目となりますがコロナにも負け
ずシルバーの会員の皆さんは元気に活動しています。
　今年は例年以上に多くの女性会員の皆さんがサクラン
ボやモモ、ブドウなどの果樹の箱詰め作業で活躍しまし
た。果実に傷を付けないよう丁寧な作業を意識して取り
組んでいました。
　また、９月に天童駅パルテ内にオープンした天童市健
康増進施設「Re Play！ TENDO」での就業も新たに始ま
りました。多くの方が気持ちよく利用できるようボディ
ソープ等を補充したり、洗い場やイス、洗面器を清掃し
たりと念入りに作業をしています。

今日も張り切って、シルバーパワー全開！今日も張り切って、シルバーパワー全開！



　
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
基
本
理
念
の
下
で
安
全
就

業
に
努
め
、
そ
し
て「
働
く
こ
と
」

を
通
し
て
、
喜
び
や
生
き
が
い
を

感
じ
な
が
ら
、自
ら
の
健
康
維
持
・

増
進
を
は
か
り
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
た
だ

き
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
定
時
総
会
は
、
昨

年
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
委
任

状
と
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使

を
併
用
し
た
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
報
告
事
項
と
承
認
案
件
、
並

び
に
理
事
・
監
事
の
選
任
に
つ
い

て
も
原
案
通
り
承
認
を
い
た
だ

き
、
役
職
員
一
同
は
、
事
業
計
画

に
基
づ
い
て
安
定
的
な
事
業
運
営

に
努
め
る
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
が
年
々
変
化
し

て
い
る
中
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
最
優
先
か
つ
最
重
要
課
題
は
、

令
和
５
年
10
月
に
実
施
予
定
の

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」に
よ
る
影
響

を
如
何
に
し
て
最
小
限
に
抑
え
る

か
で
あ
り
ま
す
。

　
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
活
性
化
議
員
連
盟
を
介
し
、

特
例
措
置
を
求
め
て
財
務
省
と
の

政
治
折
衝
に
奔
走
し
て
お
り
ま

す
。
最
終
的
な
結
論
は
出
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
財
務
省
の
原
案
通
り

施
行
さ
れ
ま
す
と
セ
ン
タ
ー
は
、

ま
さ
に
存
亡
の
危
機
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
支
払
わ
れ
て

い
る
配
分
金
に
は
消
費
税
分
が
含

ま
れ
て
お
り
、
消
費
税
の
納
入
義

務
が
生
じ
ま
す
。
し
か
し
、
年
間

課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
以
下
の

小
規
模
事
業
者
に
は
免
税
措
置
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
会
員
も
免
税

事
業
者
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
し
か
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

実
施
さ
れ
る
と
、
免
税
事
業
者
で

あ
る
会
員
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行

出
来
な
い
為
に
、
配
分
金
に
係
る

仕
入
れ
税
額
控
除
を
行
う
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

逆
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

消
費
税
額
相
当
を
納
入
す
る
義
務

が
生
じ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
公

益
法
人
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
収
入
が
そ
の
活
動
に

要
す
る
費
用
を
超
え
て
は
い
け
な

い
「
収
支
相
償
」
が
原
則
で
あ
り
、

新
た
に
生
じ
る
税
負
担
を
賄
う
財

源
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
定
通
り
実
施
さ
れ
た
場
合
、

料
金
を
値
上
げ
し
て
発
注
者
に
負

担
を
し
て
も
ら
う
か
、
会
員
に
支

払
う
配
分
金
の
消
費
税
相
当
分
を

引
き
下
げ
る
か
の
二
者
択
一
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
料
金
を
値

上
げ
す
れ
ば
発
注
者
の
セ
ン
タ
ー

離
れ
を
引
き
起
こ
し
、
仕
事
が
大

幅
に
減
少
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
会
員
へ
の
配
分
金
を

引
き
下
げ
た
場
合
は
、
会
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
、
退
会

者
の
増
加
を
招
く
な
ど
、
セ
ン

タ
ー
事
業
の
衰
退
に
繋
が
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
す
。

　
実
施
ま
で
一
年
余
り
、
こ
の
よ

う
な
時
勢
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
会

員
の
皆
さ
ん
と
前
向
き
な
議
論
を

通
し
て
、
最
善
策
を
見
出
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
こ
そ

　本
音
の
議
論
を
重
ね
よ
う

理 

事 

長

　近

　藤

　壽

　一

近
藤
理
事
長
　連
合
会
筆
頭
副
会
長
・

　安
全
就
業
対
策
推
進
委
員
長
就
任
へ

　こ
の
度
、
当
セ
ン
タ
ー

の
近
藤
理
事
長
が
山
形
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
の
筆
頭
副
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て

引
き
続
き
同
安
全
就
業
対

策
推
進
委
員
長
も
兼
務
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　県
内
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
生
き
生
き
と
そ
し
て
安

心
し
て
就
業
で
き
る
よ
う

活
動
し
て
い
ま
す
。
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６
月
10
日
（
金
）
に
天
童
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
４

年
度
定
時
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
原
則
、
会
員
が
一
同
に

集
ま
り
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
会

場
の
予
約
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
の
健
康
と

安
全
を
第
一
に
考
え
、
役
員
な
ど

少
人
数
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
一
般
会
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
委
任
状
ま
た
は
書
面
で
の
議

決
権
の
行
使
に
よ
る
採
決
へ
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
委
任
状
46

名
、
議
決
権
行
使
書
３
１
２
名
、

本
人
出
席
31
名
）

　
開
会
前
に
行
わ
れ
た
地
域
班
役

員
表
彰
で
は
、
郭
南
・
南
小
畑
班

の
副
班
長
を
８
年
務
め
た
須
藤
和

子
さ
ん
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
他
６
名
の
方

が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
議
長
に
は
東
長
岡
班
の
佐
久
間

勉
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
令
和
３
年

度
の
事
業
報
告
・
決
算
、
令
和
４

年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
新
た
に
理
事
・
監
事
14
名
を

選
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の

総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
渡
邉

と
き
子
理
事
の
表
彰
式
を
執
り
行

い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
み
じ
会
定
期
総
会
も
書
面
評

決
方
式
に
よ
る
開
催
と
し
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
な
ど
全
て
の
議

案
が
無
事
に
承
認
さ
れ
、
新
役
員

８
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
　定
時
総
会
開
催

令
和
四
年
度
　定
時
総
会
開
催

渡邉とき子理事

須藤和子会員

地域班長・副班長紹介地域班長・副班長紹介地域班長・副班長紹介

№ 地　域　班 会員数 班　長 副班長
1 北目班 14 人 門脇　　亨 今野　　勇
2 田鶴町班 6 人 阿部　敏昭
3 南町班 10 人 金木　　稔 神保　正行
4 郭北・駅西班 13 人 井上　祥孝 柿崎　秀雄
5 郭南・南小畑班 10 人 今田　順一 川田　千惠
6 駅東班 9 人 斎藤　宏志
7 老野森班 6 人
8 久野本１班 20 人 今田　久夫 松田　則吉
9 久野本２班 7 人 伊藤　寛二 庄子　京子
10 久野本３班 8 人 松田　五郎 鈴木五一郎
11 柏木町班 26 人 外山　正芳 名和　達二
12 交り江班 23 人 須藤　忠治 遠藤　秀雄
13 泉町班 8 人 川﨑　恒雄 城守　　浩
14 糠塚班 5 人 佐々木ふじ子
15 北久野本東・天童原班 20 人 菱川　勝利 松田　仁志
16 北久野本西班 8 人 仁藤　　孝 笹本　　進
17 北久野本中央班 8 人 増川　彰蔵
18 北久野本北班 8 人 佐藤　重雄 佐藤　  勁

№ 地　域　班 会員数 班　長 副班長
19 乱川班 16 人 齊藤　吉治 大泉みさ子
20 小関・高木班 16 人 押野　弘昭
21 成生班 12 人 細矢　　要 滝口　浩一
22 塚野目・矢野目班 12 人 大沼　幸二
23 蔵増班 15 人 結城　正信
24 寺津班 8 人 寒河江照夫
25 津山班 10 人 滝口　清男
26 温泉班 9 人
27 山口班 16 人 村山　三郎 矢萩　義信
28 高擶本村班 18 人 伊藤　幸悦 細谷　幸雄
29 高擶三字班 19 人 遠藤　清道 三瓶ツヨ子
30 中里西班 15 人 井上日出男 佐藤たか子
31 中里東班 19 人 森谷　富夫 横地　　進
32 東長岡班 20 人 丹羽　賢治 山口　　隆
33 長岡北・東芳賀班 18 人 道山　　博
34 干布班 24 人 畑山　和紀 工藤惠美子
35 荒谷班 15 人 木村　勝己 武田　邦明
令和４年 9 月 8 日現在の会員数 男性 309 人 女性 162 人 合計 471 人

任期：令和４年４月１日～令和６年３月31日

小
西
　淳
彦
さ
ん（
北
久
野
本
中
央
班
）

大
原
　忠
邦
さ
ん（
郭
南
・
南
小
畑
班
）

鈴
木
　秀
雄
さ
ん（
寺
津
班
）

須
藤
　和
子
さ
ん（
郭
南
・
南
小
畑
班
）

小
川
　京
子
さ
ん（
山
口
班
）

村
田
健
二
郎
さ
ん（
田
鶴
町
班
）

三
宅
　雄
二
さ
ん（
高
擶
本
村
班
）

地
域
班
役
員
表
彰
受
賞
者
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理
事
長

近
藤
　
壽
一

　
南
町
班

こ
ん
ど
う

と
し
か
ず

副
理
事
長

奥
山
　
眞
一

　
高
擶
三
字
班

お
く
や
ま

し
ん
い
ち

常
務
理
事

今
野
　
浩
一

　
事
務
局
長
兼
務

こ
ん
の

こ
う
い
ち

理
事

庄
子
　
京
子

　
久
野
本
２
班

し
ょ
う
じ

き
ょ
う
こ

理
事

柳
瀬
　
　
昇

　
柏
木
町
班

や
な
せ

の
ぼ
る

理
事

髙
橋
　
利
秀

　
郭
北
・
駅
西
班

た
か
は
し

と
し
ひ
で

理
事

大
泉
　
邦
男

　
乱
川
班

お
お
い
ず
み

く
に
お

理
事

長
岡
　
喜
市

　
糠
塚
班

な
が
お
か

き
い
ち

理
事

神
保
　
正
行

　
南
町
班

じ
ん
ぼ

ま
さ
ゆ
き

理
事

松
田
　
則
吉

　
久
野
本
１
班

ま
つ
だ

の
り
よ
し

理
事

石
澤
　
栄
子

　
長
岡
北
・
東
芳
賀
班

い
し
ざ
わ

え
い
こ

監
事

丹
羽
　
賢
治

　
東
長
岡
班

に

わ

け
ん
じ

監
事

公
平
　
　
仁

　
蔵
増
班

き
み
ひ
ら

ひ
と
し

理
事

瀧
口
　
惠
子

　
蔵
増
班

た
き
ぐ
ち

け
い
こ

※

任
期
は
、
令
和
６
年
度
に
開
催
す
る

　
定
時
総
会
の
終
結
の
時
ま
で

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

＊
委
員
会
紹
介
＊

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

委
員
長 

長
岡
　
喜
市

副
委
員
長 

矢
萩
　
芳
春

委
　員 

瀧
口
　
惠
子
・
安
孫
子
弘
也

 

渡
部
　
　
正
・
荒
木
　
成
子

 

鈴
木
　
圭
子

就
業
調
整
委
員
会

委
員
長 

奥
山
　
眞
一

副
委
員
長 

神
保
　
正
行

委
　員 

髙
橋
　
利
秀
・
石
澤
　
栄
子

 

今
野
　
浩
一

広
報
委
員
会

委
員
長 

大
泉
　
邦
男

副
委
員
長 

庄
司
　
豊
子

委
　員 

庄
子
　
京
子
・
伊
藤
　
寛
二

 

佐
久
間
　
勉

※

任
期
　
令
和
４
年
６
月
10
日
〜

　
　
　
　
令
和
６
年
５
月
31
日
ま
で

＊
事
務
局
紹
介
＊

事
務
局
長 

今
野
　
浩
一

次
長
兼
総
務
係
長 

今
野
　
秀
昭

業
務
係
長 

柴
田
　
哲
也

業
務
係
主
任 

海
老
名
由
里

臨
時
職
員 

大
山
由
紀
子

臨
時
職
員 

長
瀬
　
淳
子

臨
時
職
員 

熊
澤
久
美
子

◎
主
な
担
当

就
業
内
容

担
当

＊
も
み
じ
会
　役
員
紹
介
＊

会
　長
　
伊
藤
　
寛
二

副
会
長
　
公
平
　
　
仁

幹
　事
　
柳
瀬
　
　
昇
・
菅
野
美
知
子

 
星
川
カ
ズ
ヨ
・
髙
橋
真
理
子

監
　事
　
渡
邉
と
き
子
・
後
藤
　
　
健

※

任
期
　
令
和
４
年
６
月
10
日
か
ら

 

２
年
間

植
木
剪
定
・
雪
囲
い
・

消
毒

柴
　
田

障
子
・
襖
・
網
戸
張
り

替
え

海
老
名

草
取
り
・
草
刈
り
・

畑
う
な
い

柴
　
田

大
　
山

賞
状
筆
耕

海
老
名

建
物
管
理
全
般

柴
　
田

果
樹
農
作
業

海
老
名

屋
内
清
掃

海
老
名

軽
度
生
活
援
助

（
掃
除
・
ゴ
ミ
出
し
・

　

買
い
物
・
通
院
介
助
・

　

除
雪
）

海
老
名

大
　
山

派
遣

長
　
瀬
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安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

委
員
長
　
長
岡
　
喜
市

　
今
年
度
、
役
員
改
選
に
伴
い
新

た
な
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
、
新
体
制
で
の
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
委
員
会
で
は
、
令
和
４

年
度
の
事
業
計
画
等
を
確
認
・
共

有
し
ま
し
た
。
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
は
「
安
全
は
全
て
に
優
先

す
る
」
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
特
に
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
例
年
の
倍
の
ペ
ー
ス
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
結
果
、
機
材
の
使

用
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
等
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
昨

年
同
様
に
出
来
る
限
り
多
く
の
就

業
現
場
を
ま
わ
り
、
安
全
啓
蒙
に

尽
力
し
て
事
故
の
な
い
環
境
に
出

来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
巡
回
先
に
関
し
て
は
主
に
屋
外

作
業
に
な
り
ま
す
。
屋
内
作
業
現

場
に
訪
問
す
る
予
定
も
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
、

施
設
や
企
業
の
内
部
を
巡
回
す
る

の
に
は
様
々
な
制
約
、
制
限
が
あ

り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
早
く
元
の

生
活
に
戻
り
た
い
も
の
で
す
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
さ
ん
が
安

心
・
安
全
に
就
業
さ
れ
る
よ
う
に

巡
回
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
も
様
々
な
講
習
会
・
研
修

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
か
ら
受
講
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就
業
調
整
委
員
会

委
員
長
　
奥
山
　
眞
一

　
８
月
２
日
、
就
業
調
整
委
員
会

新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
令
和
４
年
度

最
初
の
会
合
を
持
ち
ま
し
た
。
再

任
さ
れ
た
奥
山
・
神
保
・
今
野
に

加
え
て
、新
た
に
髙
橋
利
秀
理
事
・

石
澤
栄
子
理
事
の
５
名
で
出
発
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
活
動
の
都
度
思
う
こ
と
は
、
就

業
調
整
委
員
会
の
役
割
と
は
何
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
含
め
て
世
の
中

時
々
刻
々
と
様
変
わ
り
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
我
々
の
就
業

状
況
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
問
題
の
種
が
潜
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。
そ

の
種
を
私
は
隙
間
と
呼
ん
で
い
る

の
で
す
が
、
そ
の
隙
間
は
物
理
的

な
も
の
も
情
緒
的
な
も
の
も
含
ま

れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
そ
の
隙
間
を
少
し
で

も
埋
め
る
よ
う
な
こ
と
が
出
来
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
役
割
と
考
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
今
年
度
の
総

会
で
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い

た

”就
業
基
準
に
関
す
る
要
綱
の

改
正
“
の
こ
と
で
す
。
内
容
と
し

て
十
分
か
否
か
は
あ
る
と
し
て

も
、
と
り
あ
え
ず
一
歩
を
踏
み
出

せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
は

多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
助
言
・
ご
鞭

撻
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
精
励
し
て

い
き
た
い
と
心
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

委
員
会
だ
よ
り

委
員
会
だ
よ
り

■と　き
10月18日（火）・11月15日（火）
午前10時～11時30分
■ところ
天童市シルバー人材センター相談室

※ご希望の方は事前に事務局
　までお申込みください。

同じシルバー会員である
就業調整委員が相談役と
なり、話をお聞きします。

お気軽にど
うぞ！

会員向け相談日会員向け相談日
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広
報
委
員
会委

員
長
　
大
泉
　
邦
男

　
広
報「
シ
ル
バ
ー
て
ん
ど
う
」は

年
２
回（
１
月
・
９
月
）発
行
し
て

い
ま
す
。
１
月
号
に
つ
い
て
は
市

内
全
世
帯
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
こ

れ
ま
で
多
く
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ

き
、
広
報
委
員
一
同
感
謝
し
て
お

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
広
報
誌
と
は
何
の
た
め
に
、
誰

に
向
け
て
発
行
す
る
の
か
？
目
的

を
追
求
す
る
と
、
会
員
そ
し
て
地

域
住
民
に
「
天
童
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
の
情
報
を

届
け
、
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対

策
で
、
街
頭
及
び
施
設
内
で
の
対

面
広
報
活
動
が
難
し
い
状
況
下
、

唯
一
、
会
員
・
市
民
の
方
々
に
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
活
動
状
況
の
お

知
ら
せ
、
そ
し
て
宣
伝
で
き
る
の

が
広
報
誌
で
す
。「
会
員
の
た
よ

り
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
就
業
で
感
じ
て
い
る
こ

と
、
思
う
こ
と
、
働
く
喜
び
な
ど
、

生
の
声
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
会
員
同
士
の
連
帯
意
識
向

上
に
は
欠
か
せ
な
い
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

　
さ
て
、
唯
一
の
読
み
物
で
あ
る

「
わ
が
町
探
訪
」で
す
が
、
今
号
で

14
回
の
連
載
と
な
り
ま
し
た
。「
歴

史
的
な
観
点
」
を
踏
ま
え
た
上
で

の
記
述
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
地
区

に
よ
っ
て
は
歴
史
的
背
景
で
も
あ

る
名
所
旧
跡
等
が
見
当
た
ら
な
い

た
め
、
書
く
の
が
難
し
い
と
思
わ

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
会

員
か
ら
の
寄
稿
か
ら
成
り
立
つ
紙

面
で
す
の
で
、
多
く
の
方
に
書
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
す
る
意

味
合
い
か
ら
、
次
号
62
号
か
ら
は

「
地
域
の
話
題
」
を
中
心
に
し
た

「
わ
が
町
探
訪
」に
趣
向
を
変
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

健康ウォーキング
～ウォーキングついでに楽しむ天童の歴史～
健康ウォーキング

～ウォーキングついでに楽しむ天童の歴史～

【コース】
愛宕沼駐車場（集合）→喜太郎稲荷神社
→建勲神社→天童護国神社→文学の森→吉田大八像
→人間将棋会場→展望台→遊歩道→佐藤千夜子碑
→愛宕沼→愛宕沼駐車場（解散）
※詳細は案内チラシもしくはホームページでご確認ください。

もみじ会
行事予定
もみじ会
行事予定

もみじ会会員であれば
どなたでも参加できます。
初めての方も大歓迎です。
会員同士の親睦を深めましょう。

会員互助会

と　　き／10月19日（水）
　　　　　９：00～11：30
所要時間／約２時間
距　　離／約４km
高 低 差／約80m

天童駒ガイドさんの解説を聞きながら
無理のないウォーキング。新企画新企画

入
会
し
て
思
う
こ
と

会
員
　
渡
部
　
　
正

（
長
岡
北
・
東
芳
賀
班
）

　
今
年
４
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
目
的
に
沿
い
、
諸
先
輩

方
の
御
指
導
の
下
、
毎
日
生
き
生

き
と
作
業
や
趣
味
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
に
打
ち
込
み
、
昔
の
自
分
を
取

り
戻
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
個
人
的
事
情
に

よ
り
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
休
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
自
分
の
動
と
静
を
大
切
に

充
実
し
た
シ
ル
バ
ー
生
活
を
送
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
、
職
員
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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事
業
で
あ
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
（
年
５
回
）
で
の
ガ
イ
ド
、
今

年
３
年
遅
れ
で
御
開
帳
を
実
施
し

て
い
る
若
松
寺
で
の
週
１
回
（
土

曜
日
）
の
常
駐
（
そ
の
場
で
お
客

様
に
声
を
か
け
ガ
イ
ド
を
行
う
こ

と
）
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

経
験
か
ら
今
ま
で
の
よ
う
な
待
ち

の
態
勢
か
ら
攻
め
の
態
勢
に
変
わ

ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
の
事
業
展

開
で
す
。

　
課
題
と
し

て
は
、
高
齢

者
団
体
共
通

の
会
員
減
少

と
高
齢
化
の

問
題
が
あ
り

ま
す
。
会
員

減
少
の
問
題

は
一
朝
一
夕

に
は
解
決
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
天
童
駒
ガ

イ
ド
も
会
員
数
は
年
々
減
少
し
て

お
り
、
新
会
員
の
発
掘
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。

　
次
に
会
員
の
ガ
イ
ド
力
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
様
々
な
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
前
記
の
若
松
寺

で
の
ガ
イ
ド
を
何
回
も
経
験
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
会
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
観
光
客
が
激
減
し
ガ
イ
ド
依
頼

も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
最
近
や
っ
と
少
し
ず
つ
戻
り

つ
つ
あ
り
、
今
後
の
観
光
客
の
増

加
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
喜

び
は
、
一
に
も
二
に
も
お
客
様
に

ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ
て
良
か
っ

た
と
喜
ば
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
は
、
お
客
様
に
ガ
イ
ド
付
き
観

光
の
良
さ
を
も
っ
と
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
特
に

私
達
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
有

利
さ
も
加
味
し
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
が
天

童
駒
ガ
イ
ド

の

概

要

で

す
。
ど
の
高

齢
者
団
体
も

色
々
な
問
題

を
抱
え
苦
慮

し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、

私
達
が
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大

変
あ
り
が
た
く
関
係
各
位
に
対
し

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
記
事

に
よ
り
多
く
の
人
が
入
会
し
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

会
員
　
佐
久
間
　
勉
（
東
長
岡
班
）

は
18
名
で
、
そ
の
う
ち
シ
ル
バ
ー

会
員
は
４
名
で
す
。
ち
な
み
に
、

「
天
童
」
を
「
わ
ら
べ
」

と
読
ま
せ
る
理
由
は
天
童

市
の
名
前
の
由
来
で
あ
る

「
舞
鶴
山
に
天
か
ら
二
人

の
童
子
が
舞
い
降
り
た
。」

と
い
う
伝
説
か
ら
引
用
し

た
も
の
で
す
。

　
年
間
の
活
動
と
し
て
は

お
客
様
か
ら
依
頼
の
あ
っ

た
ガ
イ
ド
活
動
を
メ
イ
ン

に
、
天
童
駅
観
光
セ
ン

タ
ー
で
の
観
光
案
内
、
月

１
回
の
定
例
会
、
独
自
事

業
で
あ
る
観
光
再
発
見
講

座
の
開
催
等
が
あ
り
ま

す
。
特
に
観
光
再
発
見
講

座
は
各
公
民
館
と
協
力
し

な
が
ら
、
市
内
各
地
域
の

歴
史
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
史

跡
め
ぐ
り
を
開
催
し
て
お

り
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ

し
た
ガ
イ
ド
活
動
を
目
指

し
ま
す
。
親
睦
事
業
と
し

て
は
春
の
花
見
を
は
じ

め
、
秋
の
芋
煮
会
、
新
年

会
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施

で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
は

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

地域の話題や市内の名所・旧跡などを紹介します。

わが町探訪 第十四回 天童駒ガイドを
知っていますか？

わらべ

　
シ
ル
バ
ー
会
員
の
中
に
は
シ
ル

バ
ー
以
外
の
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し

て
い
る
方
が
多
数
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
私

が
活
動
し
て
い
る
天
童
市

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
「
天わ

ら

べ童
駒
ガ
イ
ド
」
の

活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
天
童
駒
ガ
イ
ド
は
「
お

客
様
を
お
も
て
な
し
精
神

で
歓
迎
し
、
天
童
市
の
魅

力
を
伝
え
る
」
こ
と
を
目

的
に
平
成
13
年
に
設
立

し
、
昨
年
で
20
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
会
員
数
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編

集

後

記

■
会
員
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
の
接
種
を
終

え
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
互

助
会
も
み
じ
会
も
少
し
ず
つ
活
動

を
再
開
さ
せ
て
い
ま
す
。

■
も
み
じ
会
で
は
会
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
、
体
力
作
り
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
、10
月
19
日
（
水
）

に
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
つ
い

で
に
楽
し
む
天
童
の
歴
史
～
」
を

企
画
し
ま
し
た
。

■
こ
の
度
天
童
市
は
、
２
０
２
２
年

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
山
形
県

内
13
市
の
う
ち
ト
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
（
山
形
新
聞
　
２
０
２
２
年

６
月
23
日
付
）。
天
童
市
を
よ
く
知

る
の
に
、
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
今
後
と
も
、
広
報
「
シ
ル
バ
ー
て

ん
ど
う
」
に
関
す
る
ご
意
見
や
情

報
提
供
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

大
泉
　
邦
男
　
庄
司
　
豊
子

庄
子
　
京
子
　
伊
藤
　
寛
二

佐
久
間
　
勉

お
知
ら
せ

■
入
会
説
明
会

と
　き
　10
月
13
日（
木
）・
11
月
14
日（
月
）

　
　
　
　午
前
10
時
〜

と
こ
ろ
　市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〜
シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
中
〜

　次号より「わが町探訪」のコーナーは「地域
の話題」をテーマとし、取り上げる話題・題材
を会員の皆さんより募集します。地域のイベン
トや出来事、名所旧跡・歴史の紹介など話題は
なんでもかまいません。原稿の持ち込みはなお
大歓迎です！広報委員による取材やインタ
ビュー形式での聞き取りも対応しています！詳
しくは事務局までお問い合わせください。ご協
力よろしくお願いします！

　今年度の安全就業に関する標語募集には、天童市の会員および職員21名より39作品の応募がありまし
た。たくさんの応募ありがとうございました。
　そして、山形県シルバー人材センター連合会での厳正なる審査の結果、県全体の応募（総数658作品）
の中から当センターの神保正行会員の作品がみごと「佳作」に入選しました。おめでとうございます。
　また、当センター独自の「天童市シルバー人材センター優秀作品賞」も決定しました。

広報委員会より
～「わが町探訪」、「地域の話題」テーマに再始動！～

気
の
ゆ
る
み

　あ
せ
り
と
無
理
は

　事
故
の
元

 

南
町
班
　神
　保
　正
　行

安
全
と

　思
う
心
に

　宿
る
隙

 

乱
川
班
　荒
　木
　亮
　司

慣
れ
を
す
て

　要
領
守
っ
て

　事
故
防
止

 

郭
北
・
駅
西
班
　伊
　藤
　恒
　一

慣
れ
て
い
る

　知
っ
て
る
つ
も
り
が

　後
悔
に

 

職
　員
　大
　山
　由
紀
子

気
を
付
け
よ
う

　そ
の
慢
心
が

　ケ
ガ
の
元

 

郭
北
・
駅
西
班
　柿
　崎
　秀
　雄

「
慣
れ
た
作
業
」
　始
め
る
前
の

　指
差
確
認

 
南
町
班
　近
　藤
　壽
　一

作
業
慣
れ

　薄
れ
て
し
ま
う

　緊
張
感

 

職
　員
　今
　野
　浩
　一

い
つ
ま
で
も

　は
つ
ら
つ
就
業

　無
事
故
か
ら

 

糠
塚
班
　佐
々
木
　ふ
じ
子

気
を
抜
く
な

　ま
さ
か
の
行
動

　潜
む
ケ
ガ

 

交
り
江
班
　相
　馬
　敏
　秋

こ
れ
く
ら
い

　ゆ
だ
ね
る
心
に

　潜
む
事
故

 

北
久
野
本
東
・
天
童
原
班
　東
海
林
　仙
　伍

安
全
は

　ま
め
に
確
認

　手
抜
き
な
く

 

東
長
岡
班
　丹
　羽
　賢
　治

見
た
つ
も
り

　や
っ
た
つ
も
り
が

　命
と
り

 

駅
東
班
　星
　川
　ミ
サ
子

 
※

氏
名
の
五
十
音
順
に
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

令和４年度   安全就業に関する標語入選作品 決定！令和４年度   安全就業に関する標語入選作品 決定！
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